
防コミの歩き方たずね歩き消防団
今年度、北区の有馬町防災福祉コミュ

ニティでは、地域住民だけでなく有馬温泉
を訪れる多くの観光客も利用できる防災
マップを製作しています。
温泉街として知られる有馬町を詳しく分

けると、13の町に分かれます。この中から
3つの町を選び災害時に必要な地域の防災
情報をわかりやすく示した防災マップを製
作しています。
有馬町では、2010年に市販の防災地図

に消火器やAEDの設置場所を示したA1判
の地図を作り地域内の全住居に配布しまし
たが、あまりにも広域すぎてわかりづらく
あまり活用されていませんでした。
そこで、今回は地元出身のイラストレー

ター丸山 権三郎氏に製作を依頼し、町内
のすみずみまで歩いてもらい災害時に必要
な地域の防災情報を示した有馬町独自の
『風情ある防災マップ』を製作しています。
防災マップは、消火器、消火栓、AED

や一時避難所、指定避難所などを子どもや
高齢者にもわかりやすく親しみやすいよう
に手書きイラストにしました。また、消火
器やAEDなど設置場所の増設や移設が発
生した場合、速やかに対応できるようにこ
れらの情報
は、貼り付け
シール方式と
し、大きさも
A3判にしま
した。
できあがっ

た防災マップは、地域内住戸に配布すると
ともに、有馬温泉を訪れる多くの観光客も
広く利用できるよう、町内に設置してある
掲示板や多くの人が行き交う建物の外壁な
どに掲示する予定です。
防災マップの製作には、有馬町防災福

祉コミュニティ会長や役員をはじめ、今回
製作する3つ
の町の代表者
が集まり、計
5日間にわた
る熱心な議論
を重ねました。
ちなみに今回製作する町は、瓢箪町・伊

奈野町・滝本町を予定しています。
昨年度、兵庫県の助成事業を活用し寺

田町、中之町、潮原町の3つの町の防災
マップを既に完成させています。
皆さんも、有馬温泉街を訪れたときは、

ぜひ、手書きイラストによる『風情ある防
災マップ』に注目してください。
(北消防署　地域防災調整者　藤岡昭浩)

今回は、我らが灘消防団本団副団長、
湯浅治行氏を紹介いたします。
私は、平成11年、当時の第4分団長と

部長として活躍されていた湯浅氏からの誘
いを受け、灘消防団に入団しました。
入団後は、神戸市消防団小型動力ポン

プ操法大会参加、地域の祭りや催し物の警
備、救急インストラクター講習、防災訓練、
年末特別警戒等、さまざまな活動に参加し
ています。
第4分団は、地域自治会の協力、支援の

もと、年末特別警戒の際には広報カーに乗
車し管内の巡回パトロールを実施しています。
その車に「火の用心」「年末警戒中」と書

かれた見事な提灯がかかっています。その
提灯の製作者こそ湯浅副団長です。
その提灯を眺めていると、改めて提灯と

いう祭り事に欠かせない伝統工芸品の製作
という希少な職種を続けておられる湯浅副

団長の姿に感動を覚えました。
古くからの提灯は、紙で出来たものがほ

とんどでしたが、最近ではポリエチレン製
やビニール製といった雨風に強く耐久性が
あるものが主流になってきています。形も
球状や長型、卵型等、いろいろあります。
文字の形状もさまざまで、文字を書く際

には細心の注意と緊張、集中が必要です。
多忙な毎日を過ごされる中、湯浅氏は現

在は本団副団長という重責にあり、諸団体、
学校等でおこなわれる救急講習会へのイン
ストラクター派遣団員の調整をおこないつ
つ、日本の伝統的文化を継承する仕事に従
事されています。湯浅副団長にこれからも
ますます、頑張っていただきたいと思うの
と同時に、我々分団員も地域の安全・安心
を守りつつ、明るい社会づくりに貢献でき
るよう頑張っていきたいと思います。
　(灘消防団　第４分団　副分団長　小西康之)

灘の副団長は提灯作り名人 手書きイラストによる『風情ある防災マップ』まもなく完成

昨年度、完成した寺田町防災マップ
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